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令和４年度病害虫発生予察注意報第３号 
 

                         令和４年６月２７日  

鳥取県病害虫防除所  

 

注意報の概要 

 ６月中旬現在、果樹カメムシ類の発生量が多く、果樹全般において果実被害の発生が懸念さ

れる。今後、果樹園への飛来量が増加すると予想されるため、防除を徹底する必要がある。 

 

病害虫名：果樹カメムシ類 

１ 対象作物  果樹全般 
 

２ 発生地域  県内全域 
 

３ 発生時期  平 年 並 
 

４ 発 生 量  多 い 
 

５ 注意報発表の根拠 

（１）カメムシ類の予察灯及び集合フェロモントラップにおける調査において、４月上旬から６

月中旬までのチャバネアオカメムシの総誘殺数（越冬世代成虫）は、平年を上回っている地

点が散見されており（表１、２）、越冬世代成虫の発生量が多いと予想される。 

（２）６月中旬現在、果樹園におけるカメムシ類の多飛来は確認していない。 

（３）向こう１か月の気象予報（６月２３日発表）から、今後、カメムシ類の活動に好適な条件

になると見込まれ、果樹園への飛来量増加が予想される。 

 

６ 防除上注意すべき事項 

（１）カメムシ類の被害や飛来状況は、ほ場間差が大きいため、園内外をこまめに見回り、早期

発見に努め、被害果実やカメムシ類の発生が多い場合は早急に防除を行う（ネオニコチノイ

ド系又は合成ピレスロイド系殺虫剤のいずれかを選択）。特に、過去の多発生年に早期に被

害を受けた地域では注意する。 

（２）果樹園への飛来量が増加する時期は、例年第１世代成虫が発生する７月中下旬頃であるが、

多発生年において、７月上旬頃から果樹園への飛来量が増加した事例があるので注意する。 

（３）防除は、カメムシ類が飛来する夕方か早朝が効果的である。ただし、薬剤が乾きにくい気

象条件では薬害が発生しやすいため、夕方散布を実施しない。また、カメムシ類は移動性が

高いため、広域的な防除に努める。 

（４）合成ピレスロイド系殺虫剤の多用が、カイガラムシ類及びハダニ類の発生を助長した事例

があるので、必要最小限の使用にとどめる。 

（５）各樹種の防除薬剤は表３を参考とする。また、農薬の使用基準を遵守するとともに、使用

上の注意事項を守る。 
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令和４年 平年* 令和４年 平年* 令和４年 平年*

八頭町 65 109.6** 16 6.9** 19 8.3**

鳥取市河原町 362 215.3 17 16.7 65 76.1

湯梨浜町 386 178.6 13 7.3 116 111.0

北栄町 390 176.5 10 4.4 84 139.9

調査地点
チャバネアオカメムシ クサギカメムシ ツヤアオカメムシ

調査地点 令和４年 平年*

八頭町 70 102.8

北栄町 189 120.2

表１ 予察灯における果樹カメムシ類の総誘殺数（４月上旬～６月中旬） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

*平年：平成２４～令和３年の平均値、下線部は平年又は前年を上回る誘殺数を示す。 

**八頭町は令和３年度から調査地点を変更したため、平年ではなく前年の値を示す。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 主要な果樹カメムシ類 

チャバネアオカメムシ成虫 クサギカメムシ成虫 ツヤアオカメムシ成虫 

写真２ 果樹カメムシ類による果実被害（収穫期） 

二十世紀の被害（有袋） 王秋の被害（無袋） 

表２ 集合フェロモントラップにおけるチャバネアオ 

 カメムシの総誘殺数（４月上旬～６月中旬） 

 

*平年：平成２４年～令和３年の平均値、下線

部は平年を上回る誘殺数を示す。 
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表３ 果樹カメムシ類の主な防除薬剤と使用基準* 

作物名 農薬の名称 
希釈 

倍数 
使用時期 

本剤の 

使用回数 

IRAC 

コード** 
薬剤の系統 

なし 

スミチオン乳剤 1,000倍 
有袋：収穫１４日前まで 

６回以内 １Ｂ 有機リン系 
無袋：収穫２１日前まで 

ジノテフラン水溶剤 

（ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 

又はｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤） 

2,000倍 収穫前日まで ３回以内 
４Ａ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

アクタラ顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日まで ３回以内 

シペルメトリン水和剤 

(アグロスリン水和剤) 

1,000倍～

2,000倍 
収穫前日まで 

３回以内 

３Ａ 合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 
シペルメトリン水和剤 

（イカズチＷＤＧ） 
1,500倍 収穫前日まで 

テルスターフロアブル 
3,000倍～ 

6,000倍 
収穫前日まで ２回以内 

かき 

スミチオン水和剤 40 
800倍～ 

1,000 倍 
収穫３０日前まで ３回以内 １Ｂ 有機リン系 

キラップフロアブル 2,000倍 収穫７日前まで ２回以内 ２Ｂ ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ系 

ジノテフラン水溶剤＊＊＊ 

（アルバリン顆粒水溶剤 

又はｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤） 

2,000倍 収穫前日まで 

３回以内 

４Ａ 

ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

クロラントラニリプロール 

ジノテフラン水和剤＊＊＊ 

（キックオフ顆粒水和剤） 

2,000倍 収穫前日まで 

ジノテ

フラン 

：４Ａ 

クロラン

トラニリ

プロー

ル：２８ 

ジアミド系 

アクタラ顆粒水溶剤 2,000倍 収穫３日前まで ３回以内 ４Ａ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

アグロスリン水和剤 
1,000倍～

2,000倍 
収穫前日まで ３回以内 ３Ａ 合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 

ぶどう 

ジノテフラン水溶剤 

（ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 

又はｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤） 

2,000倍 収穫前日まで ３回以内 ４Ａ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

りんご 

スミチオン水和剤 40 
800倍～

1,000 倍 
収穫３０日前まで ３回以内 １Ｂ 有機リン系 

ジノテフラン水溶剤 

（ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 

又はｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤） 

2,000倍 収穫前日まで ３回以内 ４Ａ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

もも 

スミチオン水和剤 40 
800倍～

1,000 倍 
収穫３日前まで ６回以内 １Ｂ 有機リン系 

ジノテフラン水溶剤 

（ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 

又はｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤） 

2,000倍 収穫前日まで ３回以内 ４Ａ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系 

アグロスリン水和剤 2,000倍 収穫前日まで ５回以内 ３Ａ 合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 

*農薬の登録内容は令和４年６月２３日現在 

**IRACコードは殺虫剤の作用機構の分類を示す。 

***ジノテフランを含む農薬の総使用回数は、4回以内（塗布は１回以内、散布は３回以内） 
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 （お問い合わせ） 鳥取県病害虫防除所（鳥取県園芸試験場内、TEL：０８５８－３７－４２１１） 

この情報は、鳥取県病害虫防除所ホームページでも公開しています。 

アドレスは、http://www.jppn.ne.jp/tottori/ です 

ホームページ２次元コード 


